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第１回 洲本市特別職報酬等審議会 会議録 （要約） 

 

≪資料集の説明について≫ 

事務局：資料集により説明 

  

≪審議≫ 

○県下他市との比較について 

〇本市の現行の特別職の報酬・給料・期末手当の経過 

〇本市の財政事業 

〇特別職の職務職責 

 

委 員：平成１８年度の期末手当の減額措置の理由は、何だったでしょうか。 

事務局：まずは、当時の財政事情が厳しかったということに始まり、合併後に

リーマンショック、東日本大震災や淡路島地震を背景とした事情とあ

わせて、一般職の方の期末勤勉手当が人事院から下げなさいという勧

告がなされたことが理由としてあります。平成２６年度頃からは、経

済が上昇傾向となり、アベノミクス中に、一般職の期末勤勉手当が改

善されていたところですが、特別職の方につきましては、引き続き、

以前から減額措置を行っていたこと、また、先に説明した背景を踏ま

えて上げなかったという状況になるかと思います。 

委 員：財政面でそんなに良くなってないっていうのは今も変わらないのでは

ないですか。 

事務局：合併当時から比べると指標自体は改善傾向にあるというところは間違

いないです。ただ、楽観視できる状況ではありません。 

委 員：商売の感覚であれば、純利益が増えれば、ボーナスを配分するという

のが当たり前かと思うが、また違いますよね。 

委 員：洲本市のリーダーの給料が上がらずに、洲本市がよくなっていくのか

なという気持ちもある。個人的には、願いを込めて給料を上げてもい

いのではないかと思う。 

委 員：議員は、年金受給者が多いのか。常勤ではないですよね。他の２市の

議員報酬と比べると低いわけではないですね。人口も減っているので

報酬を上げることに対して不安がある。 

事務局：年金受給者が多く、非常勤です。 

委 員：肌感覚から言いますと、議員報酬は低いと思っています。洲本市議会

議員選挙が３回に１回は無投票であり、なり手がいないのか、冷めて
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いるのかはわかりませんが、田舎であるのに島内他２市より都市化が

先行しているように思う。子育て世代の議員が議員報酬だけで家庭を

支えていくのは厳しいのではないかとも思う。議会に来る日数は少な

くとも、いつ呼ばれるかわからなく、市民から議員に求めることが多

いと感じる。議員は、地域の声をまとめて、議会や行政と折衝すると

いう形が理想かと思っている。 

委 員：地域から議員が選出されている印象はない。地域の代表は、町内会長

が担っていると感じている。 

 

〇広報広聴特別委員会正副委員長の報酬の妥当性について 

〇期末手当の５％削減の廃止及び人事院勧告を準拠した月数の支給について 

 

委 員：広報広聴特別委員会について、編集作業は煩雑で、委員長となればか

なりの時間と労力、要する作業であると思います。 

委 員：議員報酬について、資料などから見る限り、仕事の割には報酬が低い

と考えます。 

委 員：全議員が報酬をあげてほしいと言っているのですか。 

事務局：議会として、結論に至っております。賛成多数です。 

委 員：島内２市に比べて報酬は、一番高いですね。 

事務局：島内３市の中で一番高いというのは、もともと洲本市が淡路島で唯一

市であるからです。島内２市は、町だけで合併しています。できるだ

け洲本市よりは低く設定したいという意向がおそらく働いているのだ

と考えます。淡路島の中核都市であるので、そういう形になるという

ところは、ご理解いただけたらと思います。 

委 員：官民合わせて、賃上げに向いている中、国民健康保険や国民年金も引

き上げられている。子育て世代の議員が報酬から国民健康保険や国民

年金を支払うと、子を養えるのかなと思います。今、民間は賃上げに

力を入れているので、今の時期に上げるっていう答申を出さないと、

いつ上げるのかと思います。７年後まで上げないのかと。 

委 員：自分たちが生活するためには、配偶者が生活を支える場合も考えられ

るのではないでしょうか。感情論になりますが、生活ができないから

報酬を上げるというのはすこし違うのではないかと思います。 

委 員：以前は、地元のために奉仕する気持ちでやっていたと思うが、今の議

員が果たしてそういう気持ちで働いてくれているのかなというところ

がありますよね。報酬をもらうために働いているのかと。 

委 員：なり手不足っていうところに関して、どう考えるかというところもあ



 

 3 / 3 

 

るかと思います。おっしゃるとおりではありますが、議員になりたく

ないとなった場合には、市議会をどうやって運営していくのかと思い

ます。全国市議会議長会の資料（令和７年５月）を調べたところ、議

員定数の部分でいくと洲本市の人口が４万人ぐらいなので、今後の議

席１６人が平均的であると認識しました。市議会議員の平均報酬額に

ついても妥当なところだと思います。ただインフレや日経平均株価の

上昇などこれからの時代で考えると、今の時期で上げなかったらいつ

上げるのかっていうところはあります。感情論も理解はできますが、

今後のなり手不足っていう問題も出てきたときに、市が回らなくなる

ことの方が、不安であると思います。 


